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1 はじめに 

1-1 計画策定の背景 

枝幸町では、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づき、「地域にとって望ましい公共

交通網のすがた」を明らかにするマスタープランとして令和元年（2019 年）9月に「枝幸町地域公共

交通網形成計画（以下「現行計画」という）」を策定しました。その後、上位計画であるまちづくり計

画や総合戦略との整合を図るため、令和 6（2024）年 3 月に本計画の計画期間を延長し、令和 7（2025）

年は計画推進期間の最終年度となります。 

計画策定から 6 年が経過し、公共交通の担い手不足の深刻化や運行経費の増加、人口減少の進行、

さらなる高齢化の進展など、公共交通を取り巻く環境は厳しさを増しています。また、上位・関連計

画も更新を迎えており、まちづくりの変化に対応した施策内容の見直し・検討が必要となっています。 

加えて、国土交通省から「交通空白解消に向けた地域公共交通計画等のアップデート」が求められ

ており、利便性・生産性・持続可能性を高めた地域公共交通計画の実質化が必要となっています。 

そこで、現行計画を踏まえつつ、変更・追加が必要な箇所を反映し社会情勢に対応する、「枝幸町地

域公共交通計画」を策定、新計画に移行することとしました。 

1-2 計画の区域 

枝幸町全域 

1-3 計画の期間 

令和 8（2026）年度～令和 12（2030）年度 

1-4 計画の位置づけ 

本計画は、枝幸町の最上位計画である「第３次枝幸町まちづくり計画」、都市計画の総合的な方針で

ある「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の上位計画と整合を図り、また、「枝幸町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」

や「枝幸町都市計画マス

タープラン」等の関連計

画と連携し、枝幸町の公

共交通のマスタープラン

として位置づけます。 

                                  

           図 1-1 計画の位置づけ 
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2 現状診断による地域交通の課題 

2-1 現状診断 

（１） 町内を運行する公共交通 

現状診断 
 町内の移動はコミュニティバス、デマンド型交通が運行、町内外への移動として浜

頓別町、雄武町への路線バスのほか旭川市や札幌市に向かう都市間バスが運行 

課題  今ある公共交通をどのように残していくか 

 

 

 

 

図 2-2 町内の公共交通網  
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（２） 通勤・通学流動 

現状診断 
 宗谷管内のほか、名寄市、旭川市や札幌市など遠方の自治体とのつながりが見られ

る 

課題  町内移動に加えて、広域移動手段の実態に即した維持 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：R2 国勢調査（総務省統計局） 

図 2-3 通勤・通学流動  
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（３） 人口と高齢化率の推移 

現状診断  人口減少と高齢化 

課題  地域の乗客数や移動ニーズに合った、公共交通の見直し 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：＜H2～R2＞国勢調査（総務省統計局）、＜R7～R32＞国立社会保障・人口問題研究所 

※総人口には年齢不詳を含む 

図 2-4 人口・高齢化率の推移  
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（４） 交通空白 

現状診断 
 令和２年人口に対する公共交通の利用圏のカバー率は 63.6% 

 特に枝幸南部地区では内陸部で交通空白が多く見られる 

課題 
 現状の交通網の維持 

 交通空白をカバーする新たな仕組みの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：＜人口＞R2 年国勢調査（総務省統計局）、＜公共交通＞枝幸町、国土数値情報 

図 2-5 町内の交通空白地域  
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（５） 都市機能施設と公共交通利用圏域 

現状診断 

 人口が集中する枝幸や歌登の市街地では都市機能施設が集積し、路線バスやコミュ

ニティバスによってアクセスが確保されている 

 枝幸南部地区に点在する都市機能施設が集まるエリアに近接してバス停が設置さ

れているものの、内陸部からアクセスする手段に乏しい状況 

課題 
 現状で確保されている各施設への移動手段の維持 

 各施設の利用時間帯や利用目的を考慮した運行形態 

 

 

 

 

 

 

 

＜人口＞R2 年国勢調査（総務省統計局）、＜都市機能施設＞枝幸町、i タウンページ、 

＜公共交通＞枝幸町、国土数値情報 

図 2-6 都市機能施設と公共交通利用圏域  
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（６） 公共交通の運行体制 

現状診断 

 枝幸町では、路線バスの維持や町内の通学・通院などの移動手段を確保するバスの

運行に関する支出額が増加傾向にある 

 バスの運行事業者の運転手は高齢化が進行 

課題  行政、事業者ともに無理のない運行体制の維持 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

図 2-7 町内を運行する公共交通に係る支出額の推移 

図 2-8 宗谷管内を運行するバス事業者の年齢別運転者数の推移 

出典：宗谷バス(株) 
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（７） 公共交通のニーズ 

現状診断 
 買物や通院など、町民にとって町外への移動は身近な生活移動となっている 

 町民の公共交通への理解度は高いとは言えず、認知度も低い 

課題 
 町外や広域的な移動手段の確保、町内交通と町外交通のスムーズな連携 

 公共交通を知ってもらう・乗ってもらう機会の提供 

 

町民の生活圏 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公共交通への理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.5%

1.5%

0.4%

2.0%

0.2%

40.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

枝幸地区

歌登地区

浜頓別町

雄武町

中頓別町

その他

（旭川、名寄等）
n=550

 町内移動が多くを占めるが、買物や通院では町外への移動が少なからず見られる 
 町外への通院先としては、名寄市・旭川市が多い 

図 2-10 買物先 
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図 2-9 通院先 

・名寄市立総合病院 

・旭川医科大学病院 など 

 普段、公共交通を利用していないので良い点・悪い点の判断ができない町民が多い 
 町内を運行する公共交通を知らない、乗り方がわからない町民も多い 

満足

6.1%

やや満足

13.8%

どちらでもない

61.3%

やや不満

9.1% 不満

9.7%

うち９割以上が 

「普段は使って

いないので判断

できない」 

デマンド型交通 ・このサービスを初めて知った 

コミュニティバス 

・運行時刻がよくわからない 

・時間表がほしい、どこで乗れてどこ

でとまるのか 

モビリティ 

マネジメント 

・ルートが不明、行きたくても帰って

これない不安で行けない 

・公共交通を利用する上で学べるマナ

ーもあると思う、子供たちの未来の

ために車移動だけに慣れさせない

環境づくりも考えてもらいたい 

 図 2-12 公共交通への自由意見（抜粋） 図 2-11 公共交通に対する満足度 
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2-2 重点課題 

現状診断より、本町における地域交通の重点課題として、以下の２つを設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点課題１ 今ある公共交通の継続と実態に即した見直し 

 人口減少、高齢化の進行が継続しても、現状運行している公共交通を活かしながら生活の足

を確保する 

 公共交通を残していくため、行政や運行事業者の負担や利用者のニーズなどの実態に即した

見直しを行う 

 
重点課題２ 公共交通を知ってもらう・乗ってもらうきっかけづくり 

 町に公共交通があることを知らない町民が多く、良い点も悪い点もわからない状態から、ま

ずは公共交通があることを「知っている」町民を増やす 

 身近な移動に公共交通が寄り添い、実際に乗ってもらうきっかけを多方面からつくる 

 



「いける」「つながる」「つづけられる」移動を、枝幸で。  
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3 基本方針と方向性 

3-1 基本方針 

現行計画の基本方針では、「町民の生活に必要な交通手段を確保し、持続的な運行体制を構築する」

ことを掲げ、これは交通の維持を第一に考えるものであります。しかし、近年の人口減少や高齢化、

運転者不足は、現行計画策定時以上に深刻であり、“維持”だけでなく、“どのように続けていくか”

を考える段階に移っています。 

本計画では、“どのように続けていくか”について、以下の基本方針を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜基本方針＞ 

「いける」「つながる」「つづけられる」移動を、枝幸で。 

いける 「町民が必要なときに、必要な場所へ出かけられる」 

通院・買い物・学校など、日々の暮らしを支える“いける”安心を大切にします 

つながる 

つづけ 

られる 

「地域の人や場所、生活の動きが途切れない」 

移動を通じて、町の中の関係や暮らしの“つながり”を守ります 

「運行する人も利用する人も、無理なく関われる交通に」 

町民・事業者・行政が力を合わせ、長く“つづけられる”仕組みを築きます 
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3-2 方向性 

基本方針の「いける」「つながる」「つづけられる」を念頭に、「町内移動」「町外移動」「利用促進等」

に関連する、以下の３つの方向性を設定します。 

 

方向性 1 
＜町内移動＞ 

町内の「いける」「つながる」を守り、暮らしに合った交通を支えます 

考え方 

 町民の多くは自家用車を主な移動手段とし、公共交通の利用は限られています 

 そのため、町内移動の方向性として、新しい交通を増やすよりも、今ある交通を活

かしながら、暮らしに合った形で、町民の暮らしを支える交通を目指します 

施策 
＜施策 1＞地域交通の運行継続及び暮らしに合った見直し 

＜施策 2＞既存路線を活かした地域内連携の強化 

 

方向性 2 
＜町外移動＞ 

町外とのつながりを支え、地域交通でも「いける」「つながる」体制を支えます 

考え方 

 自家用車での移動が中心となるなかでも、町外とのアクセスや地域交通を暮らしの

支えとして大切にし、町民が安心して移動できる環境を守ります 

 都市間バスなどの広域交通は、関係機関や沿線自治体と連携しながら、安定した運

行の継続を支援します 

 また、町内の地域交通とも連携し、移動のつながりを保てる体制を整えていきます 

施策 

＜施策 3＞都市間バスの安定運行に向けた支援・連携の推進 

＜施策 4＞地域交通から町外交通へのつながりの維持・強化 

＜施策 5＞近隣自治体と連携した町外交通の維持 

 

方向性 3 
＜利用促進等＞ 

誰もが分かりやすく使いやすい交通環境を整え、安心して使えるようにします 

考え方 

 アンケート結果からバス利用環境の課題として「情報のわかりづらさ」があげられ

ています 

 誰もがわかりやすく、使いやすい地域交通の実現を目指すとともに、交通を身近に

感じられる地域づくりが重要です 

施策 
＜施策 6＞分かりやすい情報提供による利用促進 

＜施策 7＞交通を身近に感じられる地域づくり 
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3-3 将来像 

枝幸町が目指す、地域交通の将来像は、以下の通りです。 
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4 施策・事業 

4-1 方向性 1（町内移動）に係る施策・事業 

 

施策 1 地域交通の運行継続及び暮らしに合った見直し 

施 策 内 容 

・町民の多くが自家用車を主な移動手段としている現状を踏まえ、新しい交通を増や

すことを目的とせず、すでに運行しているコミュニティバスやデマンドバス、既存

の路線バスを、暮らしに合った形で無理なく続けていくことを基本とします。 

・とくに高齢社会に対応した視点を重視し、既存のバス路線を、病院へのアクセス方

法や乗り継ぎのしやすさ、利用しやすい時間帯の確保などを意識しながら、通院し

やすい環境づくりを進めます。 

・また、通勤や買い物など、利用者の属性や目的に応じた移動のしやすさにも配慮し、

町民それぞれの生活スタイルに合った交通の形を支えます。 

・通勤・通学・買い物、通院といった日常生活の足を確保するため、路線バスとデマ

ンドバス、必要に応じてタクシーとの連携も視野に入れながら、地域公共交通のあ

り方を継続的に整理していきます。 

・コミュニティバス、デマンドバス、路線バスがそれぞれの役割を持って補完し合う

ことで、町内の「いける」「つながる」移動を現実的に支え、町の規模や財政状況に

見合った持続可能な運行体制を確保します。 

・本施策は、新たな公共交通体系を構築するものではなく、すでに始まっている地域

交通をどのように支え、どのように暮らしに合わせて続けていくかを主題とした施

策として位置づけます。 

想 定 

スケジュール 

短 期 

（計画推進１～２年目） 

中 期 

（計画推進３～４年目） 

長 期 

（計画推進５年目以降） 

・運行状況や利用状況の整

理 

・継続運行に向けた課題の

把握と方針確認 

  

役 割 

枝幸町 

・運行全体の調整と財政的支援 

・利用実態の把握と課題整理 

・見直し内容のとりまとめと関係者調整 

協議会 

・運行状況の報告・共有の場の提供 

・見直し方針に対する意見整理と合意形成 

・施策の進捗管理 

交通事業者 

・安全で安定した運行の継続 

・利用状況や運行上の課題の報告 

・見直し内容に関する技術的助言 

地域住民 

・利用を通じた交通の維持への協力 

・使いにくさや要望の発信 

・地域交通への理解と支援 
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施策 2 既存路線を活かした地域内連携の強化 

施 策 内 容 

・町民の多くが自家用車を主な移動手段としている現状を踏まえ、新しい交通を増や

すのではなく、今ある交通を活かしながら、暮らしに合った形で町内の移動を支え

ます。 

・町内で運行している既存のバス路線を地域交通の基盤として位置づけ、コミュニテ

ィバスやデマンドバスなどの仕組みと組み合わせることで、町内の移動が途切れな

い体制を整えます。 

・とくに高齢社会への対応を意識し、既存のバス路線は病院へのアクセス方法や乗り

継ぎのしやすさ、利用しやすい時間帯などに配慮し、通院しやすい環境づくりを進

めます。 

・また、通勤や通学、買い物など、利用者の目的や属性に応じた移動のしやすさにも

配慮し、生活動線に沿った運行時間帯や接続関係の整理を行います。 

・地域の移動実態に即して、路線バス、コミュニティバス、デマンドバスがそれぞれ

の役割を持って補完し合うとともに、必要に応じてタクシーとの連携も視野に入れ

ながら、日常生活の足を確保します。 

・新たな公共交通体系の構築を目的とするのではなく、既存路線同士を相互に補完さ

せ、通院・通勤・通学・買い物といった生活移動を無理なく支え続けられる町内交

通の仕組みを整えることを基本とします。 

想 定 

スケジュール 

短 期 

（計画推進１～２年目） 

中 期 

（計画推進３～４年目） 

長 期 

（計画推進５年目以降） 

・接続関係や利用状況の把

握 

・必要に応じて乗継や運行

時間帯の調整 

  

役 割 

枝幸町 

・路線間の連携方針の策定 

・関係者調整と運行体制の総合管理 

・関係者等の意見整理、合意形成 

協議会 
・施策内容の確認 

・連携状況の評価 

交通事業者 
・運行上の調整への協力 

・現場の課題や改善点の共有 

地域住民 
・交通の利用を通じた支援 

・使い勝手に関する意見提供 
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4-2 方向性 2（町外移動）に係る施策・事業 

 

施策 3 都市間バスの安定運行に向けた支援・連携の推進 

施 策 内 容 

・自家用車での移動が中心となるなかでも、枝幸町と札幌・旭川などを結ぶ都市間バ

スは、町外への通院・通学・通勤・買い物、所用などに欠かせない重要な移動手段

であり、とくに高齢者にとっては医療機関へのアクセスを支える大切な交通手段で

す。 

・町としては、運行回数やダイヤを直接決定する立場にはありませんが、広域移動を

支える唯一の公共交通として、その安定的な運行が続くよう「支援する立場」とし

て関与します。 

・関係機関や交通事業者、沿線自治体と連携しながら、利用状況や運行環境の把握、

情報共有を行い、通院や通学など町民の生活に必要な広域移動が確保されているか

という視点を踏まえて、安定した運行継続に必要な支援を行います。 

・また、都市間バスが通院や生活移動に無理なく使われ続けるよう、利用者の負担や

使いにくさにも目を向けながら、必要に応じて関係機関と課題の共有や改善に向け

た協議を行います。 

・本施策は、「見直し」や「再編」を目的とするものではなく、すでに運行している都

市間バスを町民の大切な生活交通として位置づけ、町が支援と連携の役割を担いな

がら、無理なく続けていくことを目的とするものです。 

想 定 

スケジュール 

短 期 

（計画推進１～２年目） 

中 期 

（計画推進３～４年目） 

長 期 

（計画推進５年目以降） 

・運行状況や利用状況の把

握 

・関係機関や沿線自治体と

の情報共有 

・安定運行に向けた支援内

容の整理 

  

役 割 

枝幸町 

・支援方針の整理 

・関係機関や沿線自治体との調整 

・必要に応じた財政的・制度的支援 

協議会 
・施策の方向性の確認 

・運行継続状況の共有と評価 

交通事業者 
・安全で安定した運行の継続 

・利用状況や課題の情報提供 

地域住民 
・都市間バスの利用を通じた支援 

・使い勝手や要望の発信 
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施策 4 地域交通から町外交通へのつながりの維持・強化 

施 策 内 容 

・自家用車での移動が中心となるなかでも、町外とのアクセスと町内の地域交通がつ

ながることで、町民が安心して移動できる環境を守ります。とくに高齢者や自家用

車を利用できない方にとって、通院や買い物、日常の外出が無理なく行えることを

重視します。 

・すでに機能している枝幸バスターミナルを、町外交通と町内交通を結ぶ要として位

置づけ、通院・通学・通勤・買い物など生活移動の起点として、その役割を今後も

大切に維持していきます。 

・都市間バスや町外を結ぶ路線バスと、コミュニティバス・デマンドバスなどの地域

交通が途切れなくつながるよう、関係者間で運行情報の共有や運行調整を行い、乗

り継ぎのしやすさや待ち時間への配慮を進めます。 

・また、通院支援や高齢社会への対応の観点から、必要に応じてタクシーとの連携も

視野に入れ、路線バス等だけでは補いきれない移動を補完できる体制を整えます。 

・新たな結節施設を整備することを目的とするのではなく、現在の接続環境を活かし

ながら、利用者の立場に立った「行きやすさ」「乗りやすさ」を確保し、生活動線に

沿った実用的な交通のつながりを維持します。 

・町外との移動と町内の移動を一体として捉え、通院・通学・通勤・買い物といった

日常生活の足を切れ目なく支えることで、「いける」「つながる」体制を現実的かつ

無理なく続けていく施策として位置づけます。 

想 定 

スケジュール 

短 期 

（計画推進１～２年目） 

中 期 

（計画推進３～４年目） 

長 期 

（計画推進５年目以降） 

・接続状況の整理 

・交通事業者との情報共有 

・必要に応じた運行調整 

  

役 割 

枝幸町 
・枝幸バスターミナルを核とした連携方針の整理 

・関係事業者との調整と支援 

協議会 
・施策の方向性の確認 

・運行継続状況の共有と評価 

交通事業者 
・安全で安定した運行の継続 

・利用状況や課題の情報提供 

地域住民 
・各種地域交通の利用を通じた支援 

・使い勝手や要望の発信 
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施策 5 近隣自治体と連携した町外交通の維持 

施 策 内 容 

・市街地と周辺地区を結ぶ路線は、町民の通院・通学・通勤・買い物など、日常生活

を支える重要な移動手段であり、とくに高齢者や自家用車を利用できない方にとっ

ては、医療機関や生活拠点へアクセスするための大切な交通手段です。今後も、生

活移動を確保する観点から、安定して運行を続けていく必要があります。 

・これらの路線は、枝幸町が単独で維持を担うものではなく、近隣自治体と協力して

支える広域交通として位置づけ、地域全体で生活交通を守る仕組みとして整理しま

す。 

・近隣自治体や交通事業者と定期的に情報共有を行い、利用状況や財政負担、運行上

の課題を共通認識として持ちながら、通院や通学など生活に必要な移動が確保され

ているかという視点も踏まえて、役割分担や支援のあり方を協議していきます。 

・路線の維持に向けては、単なるダイヤ調整や効率化にとどまらず、沿線自治体が連

携して支える体制づくりを進め、通院・通学・買い物といった生活移動を無理なく

続けられる運行環境を整えます。 

・また、高齢社会への対応として、病院へのアクセスのしやすさや乗り継ぎの負担軽

減にも配慮し、必要に応じて路線バスとタクシーなど他の移動手段との連携も視野

に入れながら、地域全体で生活の足を支える体制を検討します。 

・あわせて、町外との移動と町内の地域交通とのつながりも意識し、広域交通と地域

交通が切れ目なく機能するよう調整を図ることで、通院・通勤・通学・買い物など

多様な移動が途切れずに行える環境を支えます。 

・枝幸町単独の負担を抑えつつ、近隣自治体との協働によって、生活移動を支える交

通を地域全体で守り、持続可能な運行体制を確保することを本施策の中心的な目的

とします。 

想 定 

スケジュール 

短 期 

（計画推進１～２年目） 

中 期 

（計画推進３～４年目） 

長 期 

（計画推進５年目以降） 

・連携による支援体制の整

理、実施 

・近隣自治体および交通事

業者との調整 

  

役 割 

枝幸町 
・連携による支援体制の整理、実施 

・近隣自治体および交通事業者との調整 

協議会 ・連携の進め方に関する意見出し 

交通事業者 
・安全で安定した運行の継続 

・利用状況や課題の情報提供 

地域住民 
・路線利用を通じた支援 

・生活実態に基づく意見の提供 
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4-3 方向性 3（利用促進等）に係る施策・事業 

 

施策 6 分かりやすい情報提供による利用促進 

施 策 内 容 

・町民の多くが自家用車を主な移動手段としている現状を踏まえ、新しい交通を増や

すことを目的とするのではなく、今ある交通を「知ってもらい」「使いやすく感じて

もらう」ことを通じて、暮らしに合った形で地域交通を支えます。 

・町民アンケートで多く挙げられた「情報がわかりにくい」という課題に対応するた

め、バス路線や時刻、利用方法、予約方法などについて、誰もが直感的に理解でき

るよう整理し、分かりやすく伝えることを重視します。 

・紙のバスマップや総合時刻表などの従来型の情報提供に加え、ＥＯＳチャンネルな

どを活用したデジタル情報発信を組み合わせることで、世代や利用環境に応じた情

報取得ができる体制を整えます。高齢者には紙媒体で、若年層やスマートフォン利

用者にはデジタル媒体で情報が届くよう、複数の手段を併用します。 

・また、通院・通学・通勤・買い物といった日常生活の場面ごとに、どの交通手段を

どう使えばよいかがイメージできるよう、利用例やモデルケースの提示なども行い、

初めて利用する人でも安心して使える環境を整えます。 

・単に情報を発信するだけでなく、「使えそう」「使ってみよう」と感じてもらうこと

を目的とし、地域交通を無理なく続けていくための利用促進につなげます。 

・本施策は、新しい交通体系を構築するものではなく、すでにある交通を町民が安心

して使い続けられるよう、情報面から支えることを主眼とした施策として位置づけ

ます。 

想 定 

スケジュール 

短 期 

（計画推進１～２年目） 

中 期 

（計画推進３～４年目） 

長 期 

（計画推進５年目以降） 

・現行のバスマップ、時刻

表、案内資料の整理、見

直し 

・情報提供方法の継続的な

改善 

  

役 割 

枝幸町 

・バスマップ、時刻表、案内資料の作成・更新 

・ＥＯＳチャンネル等を活用した情報発信の企画・運営 

・紙とデジタルを組み合わせた情報提供体制の整備 

協議会 
・情報提供内容や手法に関する意見整理 

・町民目線での分かりやすさの確認 

交通事業者 
・運行情報や変更内容の提供 

・利用案内に関する技術的な助言 

地域住民 
・情報の受け手としての利用 

・分かりにくさや改善点に関する意見提供 
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施策 7 交通を身近に感じられる地域づくり 

施 策 内 容 

・町民の多くが自家用車を主な移動手段としているなかでも、公共交通を「特別なも

の」ではなく、暮らしの中で自然に意識できる存在として身近に感じてもらうこと

を重視します。 

・新しい交通をつくるのではなく、今ある交通を町民と一緒に支え、無理なく続けて

いくための関係づくりを進めます。 

・町民の声を聞き、交通について話し合う機会を通じて、利用者の意見や気づきを運

行や環境整備に反映できる仕組みを整えます。とくに高齢者や日常的に公共交通を

利用する方の意見を丁寧にくみ取り、通院や買い物など生活移動の実態に即した改

善につなげます。 

・また、既存施設の空きスペースなどを活用した待合機能の確保や、バスを待つ間の

安心感を高める環境づくりを進め、誰もが安心して利用できる交通環境を整えます。 

・公共交通を「使うもの」であると同時に「支えるもの」として捉え、町民が関わり

ながら交通を守っていく土台づくりを行う施策として位置づけます。 

想 定 

スケジュール 

短 期 

（計画推進１～２年目） 

中 期 

（計画推進３～４年目） 

長 期 

（計画推進５年目以降） 

・町民の意見を聞く機会の

検討、実施 

・待合環境の現状把握 

  

役 割 

枝幸町 
・町民の意見を把握する取組の検討、実施 

・待合環境整備の検討、実施 

協議会 
・地域の声の整理と施策への反映 

・取組全体の方向性確認 

交通事業者 
・現場視点での助言 

・利用環境改善への協力 

地域住民 
・意見や要望の発信 

・交通を支える主体としての関与 
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5 本計画の KPI・目標値 

5-1 計画目標 

本計画に基づいて実施する各施策について、その進捗状況や効果を客観的に把握し、計画が適切に

推進されているかを確認するための評価指標（KPI）を設定します。 

また、評価指標は単に数値の増減を確認するためのものではなく、施策の見直しや改善の必要性を

判断する材料として位置付けます。毎年度の評価を通じて課題を把握し、必要に応じて施策内容や運

行方法の見直しにつなげることで、地域公共交通の利便性と持続可能性の両立を図ります。 

 
表 5-1 評価指標（一覧） 

評価指標 現状値 目標値 

① 高齢者の外出率（週 1回以上） 74.2 ％ 80.0 ％ 

② 公共交通の利用者総数 28,749 人/年 28,749 人/年 

③ 公共交通の公的資金投入額 76,454 千円/年 76,454 千円/年 

④ 利用者 1 人あたりに要している経費 2,659 人/円 2,659 人/円 

⑤ 公共交通に従事する運転者数 19 人 19 人 
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5-2 各評価指標の考え方・測定方法 

本計画の評価指標は、施策が町民の暮らしに合った形で機能しているか、地域交通を無理なく続け

られているかを確認するために設定します。数値の達成を目的とするのではなく、「必要なときに使

える交通が確保されているか」「使いやすい状態が保たれているか」という視点で評価を行います。 

測定にあたっては、交通事業者の運行実績や利用状況、町の財政支出状況、協議会での報告、町民

の意見やアンケート結果など、既存のデータや情報を活用します。 

評価結果は施策の改善や運行内容の見直しに活かし、地域交通を暮らしに合った形で支え続けるた

めの材料として用います。 

 
① 高齢者の外出率：各種アンケート調査結果より算出 

【考え方】 

 高齢者が日常的に外出できているかどうかは、地域交通が生活を支える機能を果たしているかを

確認するうえで重要な指標です。 

 外出率が極端に低下していないかを見ることで、通院や買い物など必要な移動が確保されている

か、外出をあきらめるような状況になっていないかを把握します。 

 数値を高めること自体を目的とするのではなく、「高齢者が無理なく外出できる環境が維持されて

いるか」を確認するための目安として位置づけます。 

【測定方法】 

 町が実施するアンケート調査などを用いて、週に 1 回以上外出している高齢者がどれくらいいる

かを把握します。 

 既存の住民アンケート調査等の結果の活用を想定しています。 

 
② 公共交通の利用者総数：コミュニティバス 3 路線、デマンドバス 1 路線、都市間バス 1 路線の合計  

【考え方】 

 公共交通の利用者総数は、地域交通がどの程度使われているかを把握するための指標です。 

 自家用車利用が中心の地域であることを踏まえ、利用者数の増減だけで評価するのではなく、「必

要な移動手段として一定程度使われ続けているか」「極端な減少が起きていないか」を確認するこ

とを目的とします。 

 地域交通が無理なく維持されているか、施策によって使いやすさが保たれているかを点検するた

めの目安として位置づけます。 

【測定方法】 

 交通事業者から提供される乗車実績データを用いて、コミュニティバス、デマンドバス、路線バ

スなどの利用者数を集計します。 

 年度ごとの総利用者数を整理し、前年差や中長期的な傾向を把握します。 

 単年度の増減ではなく、継続的な推移を見ることを基本とします。 
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③ 公共交通の公的資金投入額：地域公共交通に係る町負担状況により把握 

【考え方】 

 公共交通の公的資金投入額は、町が地域交通をどの程度の負担で支えているかを把握するための

指標です。 

 金額を減らすこと自体を目的とするのではなく、町の財政規模に見合った範囲で、無理なく交通

を支え続けられているかを確認する指標として位置づけます。 

【測定方法】 

 町が公共交通に対して支出している補助金や委託費などの金額を整理します。 

 年度ごとの支出額を集計し、前年差や中長期的な推移を確認します。 

 単年度の増減だけでなく、継続的に見て急激な増減がないか、を把握することを重視します。 

 
④ 利用者 1 人あたりに要している経費：公共交通の公的資金投入額 ÷ 公共交通の利用者総数 

【考え方】 

 利用者１人あたりに要している経費は、公共交通が町の負担のもとで、どの程度効率的に利用さ

れているかを把握するための指標です。 

 単にコストの高低を評価するものではなく、町民の移動を支えるために必要な負担の水準が、無

理のない範囲に収まっているかを確認する視点として位置づけます。 

 利用者総数や公的資金投入額とあわせて確認することで、暮らしを支える交通を持続的に維持で

きているかを点検します。 

【測定方法】 

 町が公共交通に投入している公的資金投入額を、同年度の公共交通の利用者総数で除して算出し

ます。 

 利用者１人あたりに要している経費 ＝ 公共交通の公的資金投入額 ÷ 公共交通の利用者総数 

 年度ごとに算出し、単年度の数値だけでなく、推移を確認します。 

 
⑤ 公共交通に従事する運転者数：交通事業者からの情報提供をもとに整理 

【考え方】 

 公共交通に従事する運転者数は、地域交通を安定して運行し続けられる体制が確保されているか

を確認するための指標です。 

 人数を増やすこと自体を目的とするのではなく、「必要な運行が無理なく維持できる体制が保たれ

ているか」を確認する視点で位置づけます。 

【測定方法】 

 交通事業者から、路線バス、コミュニティバス、デマンドバスなど公共交通の運行に従事してい

る運転者数の報告を受けて把握します。 

 年度ごとに人数を整理し、増減や不足の兆候がないかを確認します。 

 あわせて、欠員の有無や高齢化の状況など、運行継続に影響する要素についても可能な範囲で情

報を共有し、傾向を把握します。 
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6 本計画のモニタリング 

6-1 モニタリングの体制 

本計画を実効性のあるものとして運用していくためには、計画に位置付けた施策・事業の進捗状況

や効果を継続的に把握・検証し、その結果を施策の改善や計画の見直しにつなげていく体制を構築す

ることが重要です。 

このため、本計画では、枝幸町地域公共交通活性化協議会を、計画のマネジメントおよびモニタリ

ングを担う中核的な組織として位置付けます。 

協議会は、計画全体の方向性や施策の継続・見直しに関する判断、関係者間の合意形成を行う場で

あるとともに、KPI に基づくモニタリング結果を確認し、計画運用に反映させる役割を担います。 

協議会におけるモニタリングでは、前章で設定したKPIおよび目標値を基本的な確認材料としつつ、

数値の達成・未達のみを評価するのではなく、利用実態や現場の状況、地域住民や利用者の意見等も

踏まえ、総合的に状況を把握します。 

これにより、KPI を単なる管理指標として扱うのではなく、施策の改善や次の判断につなげるため

の共通の基礎情報として活用します。 

また、モニタリングは協議会開催時のみ行うものではなく、関係部署や交通事業者から提供される

利用実績や運行状況等を通じて、継続的に情報を整理します。これらの整理結果を協議会で共有し、

施策の継続、改善、見直しの検討に活用します。 

このように、協議会がマネジメントとモニタリングの両機能を担う体制とすることで、KPI の確認、

状況整理、判断、改善という一連のプロセスを計画運用の中に位置付け、地域公共交通を取り巻く状

況の変化に柔軟に対応しながら、本計画を継続的にアップデートしていく運用体制を構築します。 
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6-2 EBPM に基づくモニタリング 

本計画では、施策、事業の効果や課題を客観的に把握し、適切な改善につなげていくため、EBPM（証

拠に基づく政策立案）の考え方に基づいたモニタリングを行います。 

協議会では、KPI・目標値に基づく数値データを基本としつつ、それらの背景にある利用実態や地域

の状況を総合的に整理、確認します。 

具体的には、利用者数、運行回数、収支、公的資金投入額など、可能な範囲で定量的なデータを整

理し、施策ごとの変化や傾向を把握します。 

あわせて、地域住民や利用者からの意見、交通事業者からの現場情報、協議会での意見交換を通じ

て得られる定性的な情報も整理し、数値だけでは把握しきれない実態を補完します。 

これらの定量・定性の情報を組み合わせることで、施策が地域の実情に即して機能しているか、改

善が必要な点はどこにあるかを多角的に検証し、その結果を協議会において共有・議論し、施策の継

続、運用改善、見直しの必要性について判断します。 

このように、EBPM に基づくモニタリングは、KPI の数値を評価して終えるものではなく、数値と現

場の状況を結び付け、次の判断や改善につなげるプロセスとして位置付けます。 

 

区分 データの種類 主な内容 主な活用目的 収集整理主体 

地域 

交通 

利用 

実績 

路線バス利用実績 
利用者数、便別・時間

帯別利用状況 

需要動向の把握、運行

内容の妥当性確認 

交通事業者 

町 

予約バス利用実績 
利用者数、予約件数、

利用目的 

郊外地区の移動実態

把握、施策効果確認 

交通事業者 

町 

タクシー・ハイヤー助

成実績 

利用件数、対象者別利

用状況 

市街地内移動支援施

策の評価 
町 

接続 

状況 

接続状況データ 
地域交通と幹線交通

の接続有無、乗継時間 

「地域交通でも行け

る」体系の検証 
町 

交通結節点利用状況 
主要バス停・発着地点

の利用状況 

結節点機能の確認、改

善検討 
町 

地域 

特性 

人口・世帯データ 
地区別人口、年齢構

成、高齢化率 
交通需要の背景整理 町 

地区別人口動向 人口増減、居住分布 施策対象地域の検討 町 

利用者 

意識 

利用者アンケート 
利用満足度、使いづら

さ、改善要望 
定量データの補完 町 

協議会・意見交換での

声 
住民・関係者の意見 現場課題の把握 

協議会 

専門部会 

運行 

体制 
運行状況データ 

運休・減便状況、運行

上の課題 
持続可能性の確認 交通事業者   
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6-3 モニタリングの実質化 

本計画では、モニタリングを単なる実績確認にとどめず、施策の改善や計画運用に確実につなげる

ため、年間を通じたモニタリングと見直しの流れを明確化します。 

具体的には、枝幸町地域公共交通活性化協議会を中心に、日常的な状況把握と、定期的な整理・判

断を組み合わせた年間サイクルによりモニタリングを実施します。 

計画期間中は、関係部署や交通事業者から提供される利用実績、運行状況、収支等の情報を通じて、

施策・事業の状況を継続的に把握します。これにより、数値の変化や現場で生じている課題を早期に

把握し、必要に応じて対応の検討を行います。 

また、一定のタイミング（年度単位等）で、前章までに示した KPI を中心に、定量的なデータと定

性的な情報を整理します。この整理では、単に数値の増減を確認するのではなく、その背景や要因も

あわせて確認し、施策の効果や課題を多面的に把握します。 

その上で、協議会において、整理した結果を共有し、 

「継続して取り組む施策」 

「運用の改善が必要な施策」 

「見直しの検討が必要な施策」 

といった観点から整理を行い、次年度以降の対応方針を検討します。 

検討結果は、必要に応じて施策の運行内容や支援方法の改善、KPI の見直し、計画内容の更新等に

反映し、次の取組につなげます。この一連の流れを繰り返すことで、計画の実効性を高めていきます。 

このように、本計画では、KPI の設定、モニタリング、判断、改善という一連のプロセスを年間サ

イクルとして明確に位置付けることで、計画を継続的にアップデートしていく運用を行います。 

 



 

 
 

 

 
（裏表紙） 


